
生

き
も

の
調
査
員

と

は
市

内
の
環

境
を

総
合

的
に
評

価
す

る
た

め
、
市

内
を

六
十

五
の
区

域
に
分

け
、
区

域

ご
と

に
調

査
員

を
置
き

、
区

域
内

で

見
ら

れ

る
生
き

も
の
を

観
察

・
記
録

し
て
報
告
し

て
い
た
だ
く
も

の
で
す

。

地区No 調　査　周　辺　区　域

３ 殿平賀・小金北市民センター

５ 新松戸北小・こぶし公園・あじさい公園

６ 新松戸北中・新松戸中央公園

12 馬橋北小・しらかば公園・新松戸南

１７ 馬橋・栄町・中根公園・とのやま公園

25 上本郷・熊野神社・松戸運動公園

32 樋野口公園・古ヶ綺小・樋野口排水機場

34 南花島・下荻公園・緑ケ丘第2 公園

35 松戸新田・市立病院・寒風台小

41 六高台・六実第2公園・六高台病院

42 六実郵便局・六実駅

48 松飛台工業団地西りX 柱霊園東

49 松飛台工業団地東・松戸南郵便局

50 小山・南部小・宝蔵院・水神沼公園

52 二十世紀が丘 嗹口名ヶ谷中・大橋小

54 紙敷・春日神社・松戸南高校

56 串畸南町・松戸給水場・串崎公園

57 串綺新田・松飛台東京病院

58 中矢切・矢切高校・東電矢切変電所

60 大橋・まるやま幼稚園・いざなぎ神社

本
線
重
盍

と
側
道
の
通
行
形
態
が

変
更
に
な
り
、
交
通
規
制
が
変
わ
り

ま
す

（
左
図
参
照
）
。

五
香
踏
切
は
閉
鎖
し
ま
す
。
自
動

車
は
横
断
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

工

事
期
間
中
の
歩
行
者
等
の
横
断
は

可
能
で
す
。

名　称 敷地面積 収容台数 施設内容

（仮称）五香駅東口第

3駐輪場
約672 ΓΥi 撚〕770台

ラックおよび屋根あリ

(一部屋根なし)

（仮称）五香駅西口第

2駐輪場
約482｢Ti 約450 台

ラックおよび屋根あり

(一部屋根なし)

本
線

歩
道
部

お
よ

び
側

道

（
階
段

含

む
）
の
整

備
工

事
に
着

手
し

ま
す

。

利
用

者

の
皆

さ

ん
の

ご
理
解
と

ご

協

力
を

お
願

い
し
ま

す

。

工

事
場
所

：
五
香

一
丁
目

～
常

盤
平

地

先

（
下

図
参

照
）

工

惠
期

間

…
２
月
下

旬

～
９
月
下

旬

（
予

定
）

市では、五香駅近＜に駐輪場を新設します。この駐輪場は 、五香

駅周辺の駐輪場不足解消のため、新京成電鉄アンダーパス道路（県

道）のトンネル上部を有効利用し 、設置するものです。五香駅から

100 メートル付近に位置しており、その概要は下表のとおりです。

関連事業である五香立体（松戸都市計画道路3 ・4･17 号稔台六実

線）の本線歩道部進入のための取り付け階段設置工事や側道部の舗

装工事が残っているため 、安全対策上、利用の開始は今年の夏季を

予定しています。なお 、利用方法などの詳細については決定次第、

「広報まつど」で、お知らせします。

今
後
の
工
事
予
定

通
行
開
始
に
伴
っ
て

内

在
住

の
人

募

集
調
査
区

苹
：
左
表

の
と

お
り

圃

２
月
2
0
日

㈹
ま
で

に
、
電
話

ま
た

は
直
接

、
環

境
計
画

課
管
理

係

（
？

3
6
6
・
７
３
３
１

、
市

役
所
新

館
六
階
）

へ

対
隼
：
中
学
生
以
上
の
市

身
近
な
地
域
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
い
ま
す

「
生
き
も
の
調
査
員
」
を
募
集
し

ま

す

め
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

固
市
議
会
事
務
局
議
事
課
？

3
6
6
・
7
3
8
2

五香立体本線車道部分、トンネル上部は駐輪場として活用します

五香立体本線車道部（新京成

2/21(水

)から

県道松戸鎌ケ谷線は千葉県北東部と東京を結ぶ路線です。この

県道と平面交差する新京成電鉄五香第1号踏切付近は交通量が多

く、また踏切の遮断時間が長いことから交通の妨げとなっていま

した。

このため、踏切を除去する立体交差工事が進められていました

が、この2月21 日冰）から本線車道部（新京成アンダーパス）が通

行できるようになりますので、お知らせします。

國千葉県東葛飾都市計画事務所街路整備課Q0471 -67-1 204

利用開始は今夏を予定

継
続
し
た
生
き
も
の
調

査
を
行
う
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
調
査
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

調
杏
期
間
…
平
成
1
3年
４

月
～
平
成
1
4年
３
月

沃
勦

内
容
…
鳥
や
昆
虫
類

の
観
察

交通規制図

日　 程　表

期　日 会議予定 主な内容

3/1 ㈹ 招集日・本会議 施政方針・議案説明

2廊 常任委員会 補正予算議案審査

7圉

本会議

補正予算議案議決

8團

一般質問9窗

１２(月)

13(火)
常任委員会 議案等の審査

15㈲

16廊

予算審査特別委

員会

平成13年度各会計予算

議案審査

19(月)

21㈲

22㈲

26(月) 本会議 議案等の議決

人口と世帯

人口467,274 人　［＋　20］

男235,996 人　［＋　43］

女231,278人　［-　 23］

世帯183,633 世帯［＋　65］

囗

は
前
月
比

主な内容

市・県民税の申告はお早めに ②

市立松戸高校生徒募集

働き続けたい女性のためのパ

ワーアップ講座　　　　　　③

特集・国民年金　　　　　④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

３
月
定
例

アンダーパス）が通行できます

市
議
会
開
催
予
定

平
成
1
3年
松
戸
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、

３
月
１
日
附
か
ら
2
6日
丱
ま
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
は
、
２
月
2
0日
天
午
後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
に
際
し
て
は
、
趣
旨
を
簡
潔
に
記
載

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ
ら
か
じ 五香駅東西に駐輪場を新設

安全課？366-7341

平
成
1
3年
度



２
月
1
6
日
(
金
)
～
３
月
1
5
日
(
木
)
で
す

受
付
日

時
…

２
月
1
6
日

原
～
３

月
1
5

日

困
、
午

前
８

時
3
0分

～
午

後
５
時

（
土

・
日

曜
日

を
除
ぐ

）

受
付

場
所
…

市
役
所

本

館
二

階
大
会

議
室

・
各

支
所

（
た

だ
し
３
月

１
日

困

か
ら
常

盤
平

・
新
松

戸

・
小

金

原

支
所

は
市

民
セ
ン

タ
ー
に

な
り
ま
古

。

申
告

を
す

る
人
…
平

成
1
3
年
１

月
１

日
現

在
、
市
内

に
住

ん
で

い
て
、
平

成
1
2
年
中

に
所

得

が
あ
っ
た

人

や
退

申告書は自分で書いて

早めに提出を

職
し
た
人
な
ど

一

所
得
が
な
く
、
ど
な
た
の
扶
養
に

も
な
っ
て
い
な
い
人
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。
申
告
を
し
な
い
と
、

各
種
手
続
き
に
必
要
な
証
明
書
等

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
…
給
与

所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書

が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
、

住
民
税
が
天
引
き
さ
れ
る
人
（
勤
務

3月になると混雑します。申告はお早めに

先
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
）
・
所

得
税
の

確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人

崇
給
与
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円

以
下
の
人
は
、
確

定
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

市

・
県
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す
。

準
備
す
る
も
の
…
収

支
の
分
か
る
帳
簿
な

ど
・
源
泉
徴
収
票
・

給
与
支
払
明
細
書
支

払
調
書
な
ど
・
1
2年

中
に
支
払
っ
た
健
康

保
険
料
・
国
民
年
金

保
険
料
・
生
命
保
険

今年も確定申告の時期になりました。
確定申告書等は、ご自分で正し＜作成
し早期に提出していただくよう、お願い

します。
税務署や各相談会場では、ご自分で確
定申告書等を作成する人のために記載方

法のアドバイスを行っています。
お越しの際には、使レ 貭れた「計算器
具」や「筆記用具」などをご持参＜ださ

るようお願いします。
※税務署の駐車場は、４月下旬まで利用

できません。電車・バス等でご来署＜
ださい。

圜松戸税務署？363 -1171

料

・
損

害

保
険
料

・
医
療

費
な

ど

の

領

収
書

ま
た

は
証
明

書

・
印
鑑

・
配

偶

者

の
収
入

が
分

か
る
も

の

※
郵
送

に
よ

る
申

告
も
受

け
付

け
ま

す

が
、
申

告
書

に
必

ず
電
話

番
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い

（
控
え

が

必
要

な
人

は
、
返

信
用

封
筒

に
切

于

ぜ
張

っ
て
同
封
し
て
く
だ
さ

い
）
。

※
期
間

中

は
駐
車

場

が
大
変
混

雑
し

ま
す

。
車

で

の
来
庁

は
ご
遠

慮
ぐ

だ

さ

い
。

圖

市
民

税
課

？
3
6
6・
7
3
2
2

償却資産の申告は

お済みですか？

償
却
資

産

の

申

告

は

、

お
済
み

で
し

ょ
う
か
。

償
却

資
産

の
法
定
申
告

期
限
が
過

ぎ

ま
し
た
。
ま

だ
、
申

告
し

て
い
な
い
人

（
個
人
・
法
人
）
は
、
至
急
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正
当
な
事
酊
が
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

圈
固
定
資
産
税
課
償
却
資
産
係
？
3
6
6

県
内
唯
一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
・
国
際
人
文
科

市
立
松
戸
高
校
で

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

市
立
松
戸
高
校
は
、
緑
豊
か
な

環
境
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
敷
地
と

充
実
し
た
設
備
を
誇
る
明
る
く
さ

わ
や
か
な
学
校
で
す
。

国
際
人
文
科
で
は
今
年
３
月
に

ア
メ
リ
カ
へ
の
海
外
研
修
も
実
施

さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
市
立
松
戸
高
校
で
、
さ

わ
や
か
な
青
春
の
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

募
集

定
員

…
普
通

科

旦

二
百

二

十
人

（
定

員

の
四

〇
％

以
内

を
推
薦

）
、
国

際

人
文

科

＝
四

十
人
（
定
員

の
五
〇
％

以
内

を
推
薦
）

応

募

資
格
・
：
市

内
在

住
で

中
学

校
も

し

く

は
こ

れ
に
準
ず

る

学
校
を

卒
業

し

た
人

ま
た

は
３
月

卒

業
見
込

み

の

人

（
た

だ
し

国
際
人

文
科

は
市

外

か

ら

の
応

募
も
可

）

入

学

願

書
等

提
出
期
間

…
２
月

９
日

窗
・
1
3日

㈹
午
前

９
時
～

午
後

４
時

3
0分
、
1
4
日

則
午

前
９

時
～
正

午

志

願

変

里
堂
付
期

間

…
２
月
1
6
日

窗

午
前

９
時
～

午
後

４
時
3
0
分

、
２

月

国際人文科の授業風景

1
7日

出

・
1
9日

丱
午

前
９
時
～
正

午

受

付

場

所
：
市

立
松

戸
高
校

（
五
香

駅
西

口

か
ら
新
京

成

バ
ス
紙
敷

車
庫

行

き
で
「
市
立

高
校
」
下

車
ま
た

は
、

Ｊ

Ｒ
武
蔵

野
線
東

松
戸

駅

・
北
総
線

束
松

戸
駅

か
ら
徒

歩
十
三

分
）

孥

刀
検
査
・：
２
月
2
7
日

㈹

（
国

語

・

数

学

ふ
芳
諳
・
理
科

・
社

会
ご
2
8
日

水
（
面
接

）
　
会

場

市

立
松
戸

高
校

入

学
許
可

候
補

者
発
表
・：
３
月
６

日

天
午
前

９

時
か
ら

市
立

松
戸
高
校

で

固
重

立
松
戸
高
校
？
3
8
5・
３
２
０

１
、

学

務
課

？
3
6
6・
7
4
5
7

市営住宅用 借上住宅の提供者を募集

市
で
は

、
新
築
す
る
民
間
賃
貸
住
宅
を
二
十
年
間
、
一
括

借
り
上
げ
し
ま
す
。

僭
上
住
宅
は
、
市
の
指
定
す
る
左
記
の
条
件
で
土
地
所
有

者
に
共
同
住
宅
を
建
設
し
て
い
た
だ
き
、
完
成
し
た
住
宅
を

市
が
お
借
り
し
、
市
営
住
宅
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
建
設
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
共
同
施
設
等
整
備
費

に
対
し
て

、
市
か
ら
一
部
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

提
供
申
込
期
限
・：
３
月
９
日

窗

問
住
宅
課
住
宅
政
策
係

昔
3
6
6
・
7
3
6
6

１住宅提供者の要件

①提供しようとする土地を所有する個人またはその個人と同一

生計を営む同居親族であること

②市内に1年以上居住している個人であること

③市税を完納していること

④僭上住宅の工事を完成および賃貸借契約を維持するうえで必

要な資力および信用があること

⑤その他特に必要と認める事項

２提供住宅の敷地の条件

①原則として30戸の共同住宅を建設することのできる一団の土
地であること

②住居系用途地域内であること

③出水のおそれの多い土地および地盤が著し＜軟弱な土地等を

含まないものであること

④原則として造成工事の必要のない土地であること

⑤幅員6メートル以上の通り抜け公道に接するものであること

⑤共同住宅の建設により、周辺地域の住環境を著し＜害するお

それのないものであること

⑦その他特に必要と認める事項

対

象

…

①

経

済

的

な

理

由

に

よ
り

高

校

（
高

等

専

門

学

校

を

含

む

）

入
学

が
困

難

な
世

帯

②

成
績

良
好

、

品
行

方
正

で
出

身

中

学

校
長

が

推

薦

し

た

健

康

な
生

徒

③

保
護

者

が

松

戸
市

の
住

民

基

本
台

帳

に

一
年

以

上

登

録

さ

れ

て

い

て

、
引

き

続

き
市

内

に

居
住

し

て

い

る

①
市

内

に

居

住

す

る

確

実

な

連
帯

保

証

人

が

得

ら

れ

る
こ

と

（
理
由

に

よ

っ

て
は
市

外
居

住
者

も
可
）

貸

付

額

…
公

立

八
万

円

、
私

立

三

十
万
円

、
併

願
十

四
万
円

募

集
期
限
・：
３
月

９
日

窗

※
合
格
決
忠

剛
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

圖
児
童

福
祉
課
給
付

係
？
3
6
6・
７
３

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
が
休
業
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
六
実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ふ
ろ
の
み
）
は
、
定
期
整
備
の

た
め
次
の
期
間
は
休
業
し
ま
す
。

賺
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
内

ス
ポ

ー
ツ
施
設

○
温
水
プ
ー
ル

２
月
1
9日

側
～
３
月
1
3日
㈹

○
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

２
月
1
9日

側
～
2
8囗
伽

土
（

実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
ふ
ろ

２
月
1
9日
側
～
３
月
1
2日
側

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
？
3
8
5
・
７
１
０
〇
、
六
実
高
柳

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
？
3
8
6‘３
４
７

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
八
十
二
　
下
顎
隆
起
と
楔
状
欠
損
の
発
生
と

か
み
合
わ
せ
に
つ
い
て

下
顎

の
内

側
に
み

ら

れ
る
良
性

の
発
育

緩
慢

な
球
状

の
顎

骨

の
隆

起

を
、

下

顎

隆
起

と

呼

び
ま

す

。

壮
年

期
以
降

に
顕
著

に
認

め
ら

れ

る
こ

と

が
多

く
、
と

き
に

は
小
指

の
先

は
ど

の
大
き

さ
に

な
る
こ

と

も
あ

り
ま
す

。
日
常

の
臨

床
で
問

題
に

な
る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど
あ
り

ま
せ

ん

が
、

あ
ま
口

大

き

い
と
入

れ
歯

を
入

れ
る
と

き
に
障

害
に

な

る
こ

と

が
あ

り
ま
す

。
ま

た
、

患

者
さ

ん

が
悪

性

の
腫

瘍

で
は
な

い

か
と
心

配
し

て
、
来

院

さ
れ

る
こ

と
も

と
き
に

あ
り
ま

す

。

こ

の
よ
う

に
、

ふ
だ

ん
は
何

気

な
く
見
て

い
る
下
顎

隆
起
で
す

が
、

観
察
し

て
み

る
と

い
く

つ
か

の
特

徴

が
あ
り
ま

す

。
ま

ず

、
小

臼

歯

の
部

分
に
多

く
、

だ

い
た

い
両

側

に
認

め
ら

れ
ま
す

。
健
全

歯
列

に

も
そ
う

で

な

い
も

の
に
も

存
在
し

ま
す

が
、
小

臼
歯

が
残

っ
て

い
る

場
合

は
、
そ

の
歯

は
口

腔
内

の
環

境
が
良
く

な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

歯

の
動

揺

が
少
な
く

比

較
的
健

全

に
機

能
し

て

い
る
こ

と

が
多

い
も

の
で

す
。
発

育
は
三

十
歳

代

の
は

じ
め

に
生
じ

、
そ

の
大

き
さ
は
加

齢
と

と
も
に

大
き
く

な

る
傾
向

に

あ
り

律

怦
づ
組
織

学
的

に
は
、
斷

密

な
層

枇

骨

か

ら
な

っ
て

い

て
ヽ

一
般

的
に
骨

髄
は
認

め
ら

れ
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ずみ

骨

の
組
織

は
局
所

の
歪

の
大

き

さ
に

よ

っ
て

、
骨

の
添
加

、
吸

収

が
起
こ

る
こ

と

が
知

ら

れ
て

い
ま

す

。
骨

に
加

わ

る
力

に

よ
っ
て
発

生

す

る

歪

が

一
定

の

範

囲

内

で

は
、
歪

が
大

き
く

な
る
と
骨

の
肥

厚

を

生
じ

、
歪

が
低

下
す

れ

ば
骨

の
萎

縮

が
起

こ
り
ま

す

。
局
所

の

歪

が
低

下
し

て
も

一
定
以

上

の
萎

縮
は
起

こ
り

ま
せ

ん
が

、
歪

が
あ

ま
り

に
も
大

き
く

な
る
と
骨

の
破

壊
が
出

現
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す

。

こ

の
よ
う

に
、
骨

に
加
え

ら

れ

た

刺
激
に

適
合
し

て
骨

が
改

変

さ

れ

る
こ
と

を
、

Ｗ
Ｏ
Ｌ

Ｆ
Ｆ

の
法

則

と
言

い
ま
す

。
一

般
に
長

管
骨

の
湾
曲
変
形

が
あ
る
場

合

、
凸
側

に

は
骨
吸

収

が
、
凹

側
に

は
骨
形

成

が
生
じ

ま
す

。
こ

れ
は

、
簡
単

に

い
え

ば
、
骨

に
加
え

ら

れ
た
機

械

的
刺
激

が
、

主
に
骨

基
質

で
圧

電

現
象

（
ピ

エ
ゾ
効

果
）

を
起
こ

し

て
骨

の
吸
収

、
添
加

が
起

こ

る

た

め
だ
と

考
え

ら
れ

て

い
ま

す
。

こ
こ

で
下

顎

隆
起

が
出

現
し
た

部

位
の

か
み
合

わ
せ

を
見
て

み

る

繿

側
方

偏
心

位
で

の
咬
合

接
触

（
顎

を

横

に
動

か
し

た

と

き

の
か

み

合
わ
せ

）

が
あ
る

部
分

で
骨
隆

起

が
認

め
ら

れ
て

い
ま
す

。
大
臼

歯

で
は
そ

の
構

造

が
複

雑

な
た

め

に

は

っ
き
り
と

は
分

か
り
ま

せ

ん

が
、
小
臼

歯
で

は
こ

の
よ
う

な
傾

向

が
見
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
骨
隆

起

の
部
分

の
小
臼

歯

に
は
楔

状
欠

損

（
よ
く

歯

の
磨

き

す

ぎ
と

い
わ

れ
て

い
る
、
歯

と
歯

茎
の

境
あ
た

り

が
楔
形

に
減

っ
て
し

ま

っ
て

い

る
も
の
）

が
高

頻
度

で
認

め
ら

れ

ま

す
。
こ

の
楔

状
欠
損

は

、
歯
に

か

か

る
側

方
応
力

の
集

中

に
よ

る

疲

労
破
壊

で

は
な

い
か
と

い
ヶ

説

が
最
近
有

力
に

な

っ
て
き

て

い
ま

す

が
、
骨

隆
起

と
の

関
係

を
見

る

と
う

な

づ
け

る
と
こ

ろ
も

あ
る
よ

う

で
す

。

こ
れ
ま

で
骨

は
吸
収

す

る
こ
と

が
問

題

視

さ

れ
て

き

ま
し

た

が
、

そ

の
よ
う

な
中

で
、
下

顎

隆
起
は

骨

が
形
成

さ

れ
る
と

い
う

、
あ

る

意

味
で

は
ま
こ

と
に
喜

ば
し

い
現

象

で
す

。
す
で

に
、
整

形
外

科

や

歯

科

の
一
部
に

は
圧
電

効
果

を
利

用
し

た
骨

の
形

成
に

関
す

る
報
告

が
で
て

き
て

い
ま

す

。
今

後
、
歯

周

病
へ

の
応
用

な
ど

、
新
し

い
治

療

法

が
出

現
す

る
こ

と
を
期

待
し

た

い
も

の
で
す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

高
等
学
校
入
学
資

金を
お
貸
し
し
ま
す

(所得税等の確定申告)

市
・
県
民
税
の
申
告
は

平成13年度

入学生募集

歯
を
大
切
に



働き続けたい廿性のための

パワーアップ講座

松戸・鎌ヶ谷

講師・福沢恵子氏

略歴…ジャーナリスト、㈱エス

ト代表。「日経ウーマン」等に多

数執筆をしています。

女性が社会で働き続けていくときに感じ

るさまざまな壁を乗り越え、自分のライフ

スタイルを見つけよう！

日時…2月18日付午前9時45分から

会場…市民会館

費用…無料
昨年の学芸発表会から（中部小学校の皆さん）

松戸市・鎌ケ谷市の小中学校の特殊学級児童・生徒が、表現活動を通して日ごろ

の学習の成果を発表します。

劇・ミュージカル・ダンス・マジック・合唱・合奏・和太鼓の演奏など 、各学

校・団体がすばらしいステージを繰り広げます。

こども発達センター通園部の子どもたち、青年学級の皆さんも参加して市民会

館の舞台を飾ります。

出演者一同 、自分の力を出し切って発表しますので、ぜひご覧ください。

圖教育委員会指導課？366-ﾜ458

定員先着30人

奈保育あり（申し込み制、原則2歳以上、費用200円）

圃電話で女性センター？364-8778  (1回ごとの申し込みも可）へ

種
を
植
え

た
時

か
ら

、
あ
な
た
は

農
園
オ

ー
ナ
ー

。

生
育
状
況
を
見
な
が
ら
、
イ
モ
掘
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

新
鮮

な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ご
家

族
で
味
わ
っ
て

み
ま
せ

ん
か
？

攅
限
：
種

イ
モ
の

植

え

付

け

（
２

月

下

旬

）

か
ら

収

穫

（
６

月

下

旬
）
ま
で

柚
吹
Ｔ

下
矢
切

区

甲
：
十
平
方
メ

ー
ト
ル

障害のある人が、いきいきと生活するた

めの、「生活リハビリテーション」を行う教

室です。

実施日…火曜日＝中央保健福祉センター

水曜日＝常盤平保健福祉センター

木曜日＝小金保健福祉センター

（各午後２時～３時３０分）

内容…週1 回、身の回りの動作の練習・健

康相談・レクリエーション等（理学療法

春
乕

…
一
区

画
三

千
円

予
想

収
穫

量
：
十

六

キ
ロ

グ
ラ
ム
程

度

※
植
え
付

け

、
肥
培
管

理
は
農
家

が
行

い

ま
す

。

圃

２

月
1
6
日

吻

〔
必
着

〕

ま

で

に

、
往

復
（

ガ
キ
に
区
画

数

・
住
所

・
氏

名

（
フ

リ

ガ
ナ

）
　・
電

話
番
号

を
記
入
し

て

、
〒

2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市
根

本
三

八
七

の
五

松

戸
市

役

所

農

政
課

内
　

松

戸

市

都

市

農
業
振

興
協
議

会
ジ

ャ
ガ
イ
モ
係

（

？
3
6
6

・
７
９
Ｊｎ
乙
ｏｏ
）
　
　
へ

士・保健婦等が助言します)。

対象…市内在住の４０歳以上で脳卒中後遺症等による障害のある人

※ただし介護保険のデイサービス・デイケア・訪問Ｕハビリを利用していない人

期間…参加開始からおおむね1 年間

費用…無料

※その他リハビリについてのご相談も受け付けています。

固保健福祉課保健係？366-7486

おはなしキャラバン定期公演

二
十
円
）

圃
２
月
1
3日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

日
時
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
8

5
8
8
松
戸
市
根
本
三
八
七
の

五
商
工
観
光
課
内

松
戸
市
観

光
協
会
事
務
局
（
？
3
6
6
・
7
3

2
7
）
　へ

こ

の

た

び

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ガ
イ

ド
「
松

戸

シ

テ

ィ

ガ
イ

ド

」

が

設

立

さ

れ

、

松

戸

市

観

光

協

会

に

入

会

し

ま

し

た

。

恰

尸
シ

テ

ィ

ガ
イ

ド
は

、
「
ま

つ

ど

観

光

大

使

」

の

有

志

が

集

ま

り

、

市

民

の

皆

さ

ん

に

も

、

も

っ

と

市

内

の

こ

と

を

知

っ

て

も

ら

お

う

と

設

立

さ

れ

た

も

の

で

す

。

第

一

回

は

「
梅

満

開

戸

定

邸

ミ

ニ

ツ

ア

ー

」

で

す

。

８

時
・
：

２
月
2
3
日

原

①

午
前
1
1
1
1

一

時

②

午

後

１

時

、
2
5
日

㈲

①

干

前
1
0
時

②

干
前

Ｈ

時

③

午

後

１

時

④

午

後

２

時

集

合

場
所

：
一
星

疋
邸

玄

関

前

定

員
・
：
各

先

着

二

十

人

苣

市

：
入

館

料

二

般

六

十

円

、

高

大

学

生

四

十

円

、

小

中

学

生

梅
満
開

戸
定
邸
ミ
ニ
ツ
ア
ー

対
象
三
～

九
歳
ぐ
ら

い
　

持
ち

物
靴
を
入

れ
る
ビ
ニ

ー
ル

袋
　

費
用
無
料

※
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
＝
「
チ

ャ
ー
リ

ー
の
マ
ン
ト

」
、
人
形
劇

＝
「
３

び
き

の
こ

ぶ

た
」

※
図
書
館
利

用
力
－

ド

を
お
持
ち
に

な
れ

ば
、
本
が
借
り

ら
れ
ま
す

。

※
電
話
で
お

は
な
し
が
聞
け

る
「
で
ん
わ
お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
」

？
3
7
7
・
０

０

０
０

も
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

固
市
立

図
書
館

？
3
6
5
5
1
1
5

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す児

童
手

当
２
月

期
分

（
1
0～

１
月

分
）

を
指

定
預
金

口
座

に
振
り

込

み

ま

す
。
２

月
1
3日

㈹
以

降
に
受

け
取

・

つ
て
く

だ
さ

い
。

・
　

対

象
①
1
2
年
度

現
況
届

を
期

間
内

・
に

提
出
し

、
引

き
続

き
受
給

資
格

が

あ

る
と

認
め
ら

れ
た
人

②
平

成
1
2
年

・
６

月
以

降
、
新

規
に

認
定

さ
れ
た

人

・
※
現
況
届

未
提

出

の
人
は

、
至
急

児

童
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児

童

手

当

の

要

件

に

該

当

す

る

人

は
申

請

し

て

く
だ

さ
い

要

件
①

小
学

校
就
学

前

の
児

童

を

養
育
し

て

い
る
こ
と

②
保

護
者

の
前

一
年

の
所

得

が
制
限
額

未
満

で
あ

る
こ

と
等
　

支

給

月

額

第

一
子

・
第

二

子

＝
五

千
円

、
第
三

子
以

降

＝
一
万

円

（
申

請
し

た

‐‐‐
･翌
月

分

か
ら

支

一
給
対

象

）
　

受

付
窓

口
児

童

福

祉
課

・
市

民
課

・
各

支
所

圜
児

童
福
祉

課
給
付

係
？
3
6
6・
７
３

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運
営

協

議
会

を

開

催

２
月
2
1日
伽
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

傍
聴
定
員
先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

匣
当
日
正
午
か
ら
午
後
Ｏ
時
5
0分
の

間
に
、
直
接
保
険
課
（
市
役
所
本
館

一
階
）
　
　
へ

圖
保
険
課
管
理
係
？
3
6
6
・
7
3
5
3

都

市

計
画

土
地

区

画

整

理

事

業

の

決
定

案

の

縦

覧

２
月
５
日
側
～
1
9日
丱
（
閉
庁
囗

を
除
ぐ
）
壬

則
８
時
3
0分
～
午
後
５

時

会
場
都
市
整
備
課

（
市
役
所
新

館
九
階
）
　
内
容
秋
山
土
地
区
画
整

理
事
業
の
決
定

固
都
市
整
備
課
開
発
係
？
3
6
6
・
７
３

松

戸

市

高

齢

者

ケ

ア

会

議

を

開

催
２
月
1
3日

㈹
午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
七
階
第
一
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。

圖
介
護
支
援
課
？
3
6
6
・
7
3
4
3

教

育
委

員

会

会

議

を

開
催

２
月
９
日
窗
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

只
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室奈
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
教
育
委
員
会
企
画
管
理
室
？
3
6
6
・

町

名

地
番

が
変

わ

り

ま
し

た

１
月
2
7日
か
ら
五
香
六
実
お
よ
び

金
ヶ
作
の
各
一
部
の
町
名
地
番
が
変

わ
り
ま
し
た
。

固

地
域
振

興
課
町

名
整
備

係

？
3
6
6・

平
成

１３
年

度

学

校

給
食

用

食

材

業

者

を
募

集

市
の
小

・
中
学
校

（
六
十
八
校
）

の
学
校
給
食
に
、
安
全
で
良
質
な
食

材
（
米
穀

を
含

む
）

を

安

定

的

に
納

入

で

き

る
食

材

業

者

を
募

集
し

ま
す

。

募

集

期

間
２

月

1
3囗

㈹
～
2
8
日

水

契
約
期
間
４
月
１
日
～
平
成
1
4年
３

月
3
1日
の
う
ち
学
校
が
契
約
す
る
期

間※
初
め
て
参
加
を
希
望
す
る
業
者
を

対
象
に
、
２
月
1
4日

水
午
後
２
時

か
ら
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

三
階
会
議
室
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

固

山
す

で
に
納
入
実
績
が
あ
る
業
者

＝
直
接
希
望
す
る
学
校
②
初
め
て
参

加
を
希
望
す
る
業
者

＝
保
健
体
育
課

昔
3
6
6
・
７
４
に
．ｙ
リ

特殊学級

合同学芸発表会

健康生活リハビリ教室

期　日 会　場 時　問 プログラム

2/8 ㈲ 小金北市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

9窗 馬橋東市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

1勵）常盤平児童福祉館
午前10時巧分～

25分
絵本｢ちびゴリラのちびちび

14 ㈲ 図書館本館 午後3 時30 分～4 時 絵本「ゆきのひ」ほか

15W 古ヶ畸市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

16 廊 八柱市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

21 ㈲ 図書館小金分館 午後3時～3時30分 絵本「ゆきのひ」ぽか

22(*)矢切公民館 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

24 圉 常盤平児童福祉館
午後2 時30 分～3 時

30 分

紙芝 居「きん のがち ょう 」

絵 巻物「 ねず みのよ めいり

3/  1(:村 稔台市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

2㈲ 馬橋市民センター 午後3時～4時 アニメーション･人形劇

3(二〇 常盤平児童福祉館
午後2 時30 分～3 時

巧 分

紙芝 居「どう や つてねる のかな

人 形 劇 「お お きな か ぶ 」

五香

六
実、

金

ケ作

の
吝
一
部

変

更

地

区

五

香六

丁
目

五

香七

丁
目

五

香八

丁
目

新

町

名

ジャガイモ農園のオーナーも募集

期 日 時間 会 場 内　容 費用

3/5(1月) 午

後ワ

時
～

８

時50

分

女性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど

｢ピンチをチャンスに変えるには｣

～ 職場で落ち込んだり、マンネリ感を感じている時、

どう切り抜ければいいだろう

無

料
12(月)

｢ステップアップの選択｣

～ 今の職場でステップアップ、転職、独立、学習…。

自分のやりたいことを見つけよう

26(月)

｢結婚、出産、子育てをどう考えるか｣

～仕事とプライベートな生活の関連を含めたライフス

タイルの確立に向けて

～松戸では8時になったらおはなしタイ

ム



未来への確かな安心
国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い

わ
が
国
は
、
い
ま
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
平
均
寿
命
は
ま
す
ま

す
伸
び
て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
老
後
を
い
か
に
過
ご
す
か
が
注
目

さ
れ
、
国
民
年
金
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
過
ご
す
と
と
も
に
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
世
代
で
も
病
気
や
け
が
で
障
害
に
な
っ
た

と
き
、
夫
に
先
立
た
れ
た
と
き
な
ど
に
基
礎
年
金
を
支
給
し
て
、

経
済
的
な
支
え
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
国
民
が
協
力
し
て
将
来
の
生
活
を
支
え

合
う
制
度
で
す
。

固
国
民
年
金
課
忌
ｆ一
・
7
3
5
2

満
額
な
ら

八
十
万
四
千
二
百
円

Ｑ
　

老
齢
基
礎
年

金
は
い

く
ら
も

ら
え
ま
す
か
？

Ａ
　
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
、
四
十

年
保
険
料
を
払
っ
た
人
は
、
年
間
八

十
万
四
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一

免
除
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
表
４

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　

老

齢

基

礎

年

金

は

い

つ

か

ら

も

ら

え

ま

す

か

？

Λ

老

齢

基
礎

年
金

の
支

給
開

始
年

齢

は
六
十
五

歳

で
す

が
、

六
十

歳
以

上
六

ナ

五
歳
未

満

の
問

の
希
望

す

る

月

に
繰
り

上

げ
て
、

減
額

さ
れ

た
年

金
を
受
け
取

る
こ
と

が
で
き
ま

す
（
生

涯
こ

の
率

で
支

給

さ
れ
ま

す

の
で

ご

注

意
く

だ
さ

い
）
。

ま
た
、
六
十
六
歳
以
降
、
希
望
す

る
と
き
に
繰
り
下
げ
て
、
増
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

Ｑ
　

第

１

号

被

保

険

者

の

独

自

給

付

は

あ

り

ま

す

か

。

ｔ
ｌ
　
第

１
号
被

保
険

者
に

は
、
老

齢

・
障

害

・
遺
族

基
礎

年
金

（
表

３
参

照
）
以

外

に
、

次

の
給
付

が
あ
り

ま

す

。

Ｊ

付

加

年

金

定

額

の
保
険

料
に

月
額
四

百
円

の

保

険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
た
人

が
、

納

め
た
月

数

×
二
百

円

の
金
額

（
年

額
）

を
老

齢
基

礎
年

金
に

加
算

さ

れ

て
受

け
取

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

例

（
十

年

間

付

加

保

険

料

を

納

め

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

手
続
き
を

Ｑ
　

国

民

年
金

は

ど

の

よ

う

な

制

度

で

す
か

？

Λ
　

国
民
年

金
は
、
二

十
歳

か
ら

六

十
歳
に

な
る
ま
で

の
期

間
加
入

し
て

、

保

険
料

を
納

め
、
そ

の
時

の
お
年

寄

昨
才を
支
え

、

や
が
て

自
分

が
年

を
と

っ
た
と

き
に

、
若

い
世
代

に
支
え

て

も

ら
う

と

い
ヶ

世
代

と
世

代

が
助

け

合

う
制

度
で

す
。

国

民
年

金

に

は

、

日

本

国

内

に

住

む

二
十

歳
以

上

六

十

歳
未

満

の

人

全

員

が

加

入

し

な

け

れ

ば

な

り

ま
せ

ん

。

Ｑ
　

学
生
で

も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
学
生
も
二
十
歳
に
な
る
と
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

表1　 被保険者の区分

厚生年金や共済組合に加入していない

自営業者、農林漁業者、自由業者等と

その家族および学生

※自分で手続きをして、自分で保険料

を納める

第1 号被保険者

第２号被保険者

た
場
合

）

十
年
×

十
二
ヵ

月
×

二
百
円

＝

二
万
四
千
円

（
年
額
）

Ｊ

寡
婦

年
金

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
期

間
を
満
た
し
た
夫
が
（
婚
姻
期
間
十

年
以
上
）
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し

た
と
き
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
夫
が
受
給
で

き
た
老
齢
基
礎
年
金
の
四
分
の
三
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｊ

死

亡
一
時
金

三
年
以
上
の
保
険
料
を
納
め
た
人

が
、
年
金
を
受
給
し
な

い
で
死
亡
し

た
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
保
険
料
特
Ｗ

圷
数
に

よ
っ
て
、
十
二
万
円
か
ら
三
十
二
万

円
で
す
（
付
加
保
険
料
納
付
期
間
が

三
年
以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
八

千
五
百
円
か
加
算
さ
れ
ま
す
）
。

た
だ
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
死
亡
一
時
金
と
寡
婦
年
金

の
両

方

を
受

け

ら

れ
る
と

き
は
、

ど
ち

ら

か

一
方
を

選

択
し

ま
す

。

表4　老齢基礎年金の計算式( 平成12 年度額)

ご）年金額の計算例 ○

昭和16 年4月２日以後の生まれ（国民年金の加入期間のみの

場合）で、免除期間が6年（72ヵ月）ある場合

す

。
こ

れ
は
二

十

歳
に

な

っ
て

も
国

民

年

金
に
加
入

し

て

い
な

い
と
、

将

来

満

額
の
老

齢
基

礎
年
金

が
受

け

ら

れ
な

か

っ
た

り

、
万

一
在
学

中

の
け

が

や
病

気
で

障

害
に

な
っ
た

と
き

に

障
害

基
礎

年
金

が
受

け
ら

れ
な

い
、

と

い
っ
た
こ

と

が
な

い
よ
う

に
す

る

た

め
で
す

。
一
一
十
歳

に
な

っ
た
ら

加

入
手

続

き
を
し

て
く

だ
さ

い
。

Ｑ
　

加
入

手
続
き
を
し

て
い
な
い

の
に
国

民
年
金
手
帳

が
送
ら
れ
て

き
ま
し

た
が
？

Ｘ
　
加
入
す
る
届
け
出
を
す
る
よ
う

に
通
知
し
ま
し
た
が
、
届
け
出
が
な

か
っ
た
の
で
強
制
加
入
被
保
険
者
と

し
て
年
金
手
帳
や
納
付
書
を
送
り
ま

し
た
。
未
加
入
の
ま
ま
で
す
と
、
将

現役の給与所得者等厚生年金保険の被

保険者や公務員等共済組合の組合員

※手続きと保険料の納付は 、事業主が

行う

第３号被保険者

給与所得者（厚生年金や共済組合の加

入者）に扶養されている配偶者

※自分で手続きをするが、保険料は配

偶者が加入している年金制度がまと

めて拠出する

Ｊ

脱
退

一
時

金

六
ヵ
月
以
上
の
保
険
料
を
納
め
た

外
国
人
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資

格
期
問
を
満
た
し
て
い
な
い
人
が
、

帰
国
後
二
年
以
内
に
請
求
し
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　

振

込

通

知

書

の

発

行

回

数

が

変

更

さ

れ

た

と

聞

き

ま

し

た

が
？

Λ
　

年

金

の
振
込
通

知
書

は
、

年

一

回
（
６

月
）
の
発

行
と

な
り

ま
し

た
。

郵

便
局

窓
口

で
受

け
取

る
人

は
、
変

更

あ
り

ま
せ

ん
。

な
お

、
年

金
額

改
定
通

知
書

は
金

額
改
定

の
っ

ど
発

行
し

ま
す

。

※
年

金
の
振

り
込

み
は

今
ま

で
ど

お

○
　

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
配

偶
者
で

す

。
収
入

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
加

入
し

な
け
れ
ば
い
け

ま
せ

ん
か
？

Ｉ
　
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
第
３
号
被
保
険
者
と
し

て
の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
扶
養
者
の
給
料
か
ら
配
偶

者
の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　

六

十

歳

以

上

の

人

も

加

入

で

き

ま

す

か

？

‰
　

任

意
加
入

者

と

い
っ
て
、

六
十

歳
に

な
る
ま

で
に
年

金
を
受

け

る
た

め
の
資

格
期

間
を

満
た
す

こ
と

が
で

き
な

い
人

は
、
七

十
歳

に
な

る
ま
で

加
入

し
て
不

足
期

間
を

満
た

す
こ
と

が
で

き
ま

す
。

※
昭

和
3
0
年
４
月

１
日
以

前

生
ま

れ

の
人
で

、
六

十
五
歳

に

な
っ
た

と

き
老
齢

基
礎

年

金
を
受
け

る
こ

と

が
で

き
な

い
人

は
、
七
十

歳

に
な

る
ま
で

の
問

で
受

給
権

を
得

る
ま

で
加

人
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま

た
、
満

額
に
満

た
な

い
人

は
、

年

金
額
を

増
や

す
た

め
に
、

六
十

五

歳
ま
で
加

入

で
き

ま
す

。

国民年金推進員が各家庭を

詰問して、納付相談等を行っ

ていますので、お気軽にご相

談＜ださい。

問い合わせ ‥･国民年金課？366-ﾜ352

支
払
は
便
利
で
確
実
な

Ｑ
　

保

険

料

は

い

つ

ま

で

納

め

れ

ば

よ

い

の

で

し

ょ

う
？

Ａ
　

保

険
料

は
二
十

歳
か

ら

六
十
歳

に

な
る
ま
で
の
四

十
年

冏

稍
め
耒
て

老

齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た

め
に
は
、

こ

の
間

最
低
二

十
五

年
以

上

の
保

険

料

を
納

め
る
こ

と

が
必
要

で

す
。

保
険

料
は

、
年

齢

・
所

得

・
性

別

に
関
係

な
く

全
国

一
律

で
す

（
表

２

参

照
）
。

※
昭

和
1
6年

４
月

１
日
以

前

に
生

ま

れ
た
人

は
、

六
十

歳
に
達

す

る
ま

で

の
す

べ
て

の
期

間
保

険
料
を

納

付

し
た

と
し

て
も

、
満

額
の
年

金

を
受

給

す

る
の
に

必
要

な
四

十
年

を
満

た
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で

、「
加

人
可

能

年
数

」

が
決
め

ら
れ

、
こ

の
期

間
の
す

べ
て

に
保

険
料

が
納

付

さ

れ
て

い
れ

ば
、
四

十
年

加
入

の
人

と
同

額
の
老

齢
基

礎
年

金

が

支
給

さ
れ

ま
す

。

Ｑ
　

保
険
料
の
納
付

は
ど
う

す
れ

ば
よ

い
の
で
し

ょ
う
か
？

Ａ
　
毎
月
の
保
険
料
は
、
納
付
書
に

よ
っ
て
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
金
融

機
関
で
納
め
ま
す
。

自営業などの人が、国民年金

に上乗せし、サラリーマンなみ

の年金を受けることができる制

度もあります。

対　象 …第1号被保険者で、

国民年金保険料を納めている人

駅恰わせ…千葉県国民年金基金・0120-65 ∠1192

年

金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て

も
本
人
の
請
求
が

な
け
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
請
求
し

ま
し

ょ
う
（
請
求
先
の
窓
ロ
ヘ
）
。

年金の請求先

加入していた年金 請求する年金 請求先

国民年金にのみ加入 老齢基礎年金 国民年金課

厚生年金にのみ力[]人 老齢厚生年金 社会保険事務所

共済組合にのみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚生年金十国民年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

厚生年金十共済年金

十国民年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

国民年金十厚生年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

国民年金十共済年金

十厚生年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国民年金十共済年金 退職共済年金 共済組合

国民年金十厚生年金

十 共済年金

・老齢厚生年金

・退職共済年金

社会保険事務所

共済組合

※
二
つ
以
上
の
制
度
に
加
人
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

※
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
は

、
共
済
組
合
へ

の
請
求
に
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
は
、
六
十
五
歳
の
誕
生
月
（
誕
生

日
が
１

日
の
場
合
は
、
そ
の
前
月
）
に
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
そ
の
月
の
末
日
ま
で
に
、
住
民
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
旨
の
「
市
長
」
の
証
明
を
受

け
返
送
す
れ
ば
、
国
民
年
金
分
か
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

Ｇ
　

口

座

振

替

に

し

た

い

と

思

う

の

で

す

が

、

で

き

ま

す

か
？

Λ
　

利
用

で

き
ま
す

。

口

座
振

替
に

す

れ
ば
、
保

険
料

を

納

め
に
行

く
手

間

が
省
け

る

ば
か
り

か

、
納

め
忘

れ
か
ら

年
金

が
受
け

ら

れ
な
く

な

る
こ

と
も

あ
り

ま
せ

ん

の

で

、
と

て
も

便
利
で

確

実
で
す

。

申
込

用
紙

は
、
市

内

の
金
融

機
関

の
窓
口
に
用
意
し

て
あ
口
士

す

の
で
、

①
預

金

通

帳

②
通

帳

印

③

納
付

書

を
お
持

ち

に
な

っ
て

、
お
申
し

込
み

く

だ
さ

い
。

,表２厂保険料の額

定額保険料

平成12 年度…月額13,300 円

平成13 年度…月額13,300 円（予定）

お得な前納制度（平成13 年度予定）

1年前納‥･155,ﾜ50 円(3,850 円お得）

6ヵ月前納…「78,920 円 （880 円お捐）

市

営

有

料

駐

輪

場

（
定

期

使

用

申

請

）

の

公

開

抽

選

平

成
1
2年
1
9一
月

Ｊ
日

か
ら
平

成
1
3

年

１
月
1
5日

ま

で
に
募

集
し

た
有

料

賍
輪

場

の
う

ち

定
数

を
超
え

た
施

設

に

つ

い
て

、
次

の
と

お
り
抽

選
を

行

い
ま
す

。

２

月
８
日

内

午
後

１
時
～

３
時

会
殲
愛

全
課

（
市
役

所

本
館

三
階

）

抽

選
方
法
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ
に
よ

る
無

作

為
抽

選
　

抽
選
結
果
２

月
中

旬
～

下

旬
に

申
請
者

に
郵
送

で
お

知

ら

せ
し

ま
す

。

圖

安
全

課

？
3
6
6

・
7
3
4
1

所在…松戸市新松戸1の335 の2

(新松戸中央病院裏)

問い合わせ ‥･国民年金H345 ―5525

厚生年金保険S345-5515

引越しに関することならどんな

ことでもご相談ください。

か
　

付
加

年
金
は
ど
の

よ
う
な
制

度
で

す
か
？

４
　
第
１
号
被
保
険
者
で
希
望
す
る

人
が
付
加
保
険
料
ど
し
て
月
額
四
百

円
を
納
め
る
と
、
将
来
の
年
金
額
に

付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

一

上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
は
、
左

ペ
ー

ジ
「
給
付
」
の
「
付
加
年
金
」
を

参
照
く
だ
さ
い
。

う
　

保

険
料

を

納

め

ら

れ

な

い

の

で

、
や

め

た

い

の

で

す

が
？

ｔ
　

国
民

全
員

の
加
入

が
義

務

付
け

ら

れ
て

い
る

の
で

や
め

る
こ

と

は
で

き

ま
せ

ん
。
そ

の
よ
う

な
場

合

、
保

険

料
免

除
制
度

が
あ
り
ま

す
。

ま
た

、
学
生

で
本

人

の
前

年

の
所

得

が
六
卜

八
万

円
以

下

の
と

き
は
、

「
学

生
納
付

特

例
制
度

」
が
あ

り
ま

す

の
で

、
国
民

年
金

課
ま

た
は

支
所
で

お
尋
ね

く
だ

さ

い
。

※
保

険

料

を

免

除

さ

れ

た

場

合

丿
免
除

期
間

は
年

金
の

受
給
資

格

期

間
と

し
て

計
算

さ
れ

ま
す

。

ぺ
免
除

を
受

け
た
人

で

も

、
そ

の

後
保
険

料
を

納
め

る
こ
と

が

で

き

る
よ
う

に
な

っ
た
と

き
は

、
十

年

前
の
分

ま
で

さ
か

の

ば
っ
て

、

免

除
さ

れ
て
い

た
期

間

の
保

険
料

を

納
め

る
こ
と

が
で

き

ま
す

。

刪
追
納

す

る
場
合

は

、
当

時
の

保

険
料
に

加
算

額

（
三

年
以
上

経

過

後
追

納
分

）
が
つ

き

ま
す

。

再

生

自

転

車

を

販

売

２
月
1
8
日

剛
～

加
囗

㈹
、

午
前
1
0

時

～
午

後

３
時

会
場

生
き

が
い
福

祉
セ
ン

タ
ー

（
左
図

参

照
）
　

販

売

台
薮

四

十
｛
口
（
売
り

切

れ
次
第
終

了

）

価
格
六
千

円
～

一
万

円

（
消
費

税
込

み
、
防

犯

登
録
付

き
）
　

交

通
五
香

駅
東
口
か
ら

新
京
成
バ
ス

乗
車
、
新
栄

町
入
口
下
車

圖
肚
松
戸
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

音
3
8
4
・
3
1

9
1

トラブル･相談は

開 設 日…月～金曜日

開設時間…午前9時～午後5時

圖関東運輸局千葉陸運支局
S043-242-7335

給

人生 年
時代倒来

8

0
表3　基礎年金一覧

基礎年金は、老齢・障害・遺族の3つ です。 (平成13年度予定額)

種　類 対　象 給付条件 年金額（予定）

老齢基礎年金
65歳から

(原則)

保 険 料 を 納 め た 期 間（免 除 期 間な ど を

含 む ） が25 年 以 上あ る 人

804,200 円(40 年間保

険料を納めた場合)

障害基礎年金

病 気 や け が で

障 害 が 残 っ た

と き

保 険 料 を 納 め た 期 間 と 免 除 の 期 間 が

加 入 期 間 の3 分 の2 以 上 あ る こ と

※ 特 例 と し て 、初 診 日 が 平 成18 年3

月31 日 ま で の と きは 、初 診 日 の 属

す る 月 の 前 々 月 ま で の1 年 間 の う

ち に 保 険 料 の 滞 納 が な け れば よ い

1級1,005,300 円

2級　804,200 円

子の加算(1人につき)

第1～2子231,400 円

第3子以降ﾜﾜ,100 円

遺族基礎年金

生 計 者 に 先 立

た れ た 場 合 、

生 計 者 に 生 計

を 維 持 さ れ て

い た 子 ど も を

持 つ 配 偶 者 、

ま た は 子 ど も

亡 く な っ た 人 が 老 齢 基 礎 年 金 を 受 け

ら れ る 資 格 期 間 を 満 た し て い る か 、

死 亡 日 前 の 加 入 期 間 の う ち 保 険 料 を

3 分 の2 以 上 納 め て い る こ と

※ 特 例 と し て 、平 成18 年3 月31 日 以

前 に 死 亡 し た 場 合 は 、死 亡 し た 日

の 属 す る 月 の 前 々 月 ま で の1 年 間

に 保 険 料 の 滞 納 が な け れ ば よ い

子 が1 人 あ る 配 偶 者

1,035,600 円

子 が2 人 あ る 配 偶 者

1,267,000 円

子 が3 人 以 上

2 人 の 額 に1 人 に つ き

77,100 円 を 加 算

子1 人 の み804,200 円

松戸社会保険事務所

043-247-1131

牡)千葉県トラック協会輸送相談室

引越しの

三年の　眠りから覚めた　本格米焼酎

驗匸ほのかな樽の香りが自慢の

芦　　　マイルドな味わい

琥珀に溶けた明治のロマン

オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎

「
戸
定
邸
」

徳
川
慶
喜
・
昭
武
ゆ
か
り
の

戸
定
邸
に
ち
な
ん
で
発
売
し
た

松
戸
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
「
戸

定
邸
」
。

贈
り
物
、
お
土
産
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

「
戸
定
邸
」
は
松
戸
市
観
光

協
会
で
購
入
で
き
ま
す
が
、
市

内
酒
屋
で
も
入
手
で
き
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
松
戸
市
観
光
協

会
（
商
工
観
光
課
内
）

電
話
３
６
６
ー
７
３
２
７

国民年金基金

年
金
の
給
付
に
は
請
求
が
必
要
で
す

付

国民年金

納

付

口
座
振
替
で

推進員制度

国民年金

来

年

金
が
受

け
ら

れ
な

く
な

る
恐

れ

も

あ
り

、
ま

た
、

国
民

と
し
て

保

険

料
を

納
め

る
義

務

を
果

し
て

い
な

い

こ

と

に
な
り

他

の
加
入

者
と

の
公
平

性
を
欠
く
こ

と
に
も
な
４

求

す
の
で
、

加

入
手

続

き
を

と
り
ま

し
た

。

加

入



こ
ど
も
の
料
理
教
室

２

月
2
4
日
出

午
前
1
0
時
～

正

午

会

場
市
民

会
館

内
容

あ
ん
に

ん

豆

腐

・
葱

油

餅

（
中

華
風

お
や

き
）

講

師
料

理
研
究

家

・
宋
如

芳
氏
　

対

象
小

学
三

～
六

年
生
　

定

員
先

着
二

十
人
　

費
用

五
百
円

（
材

料
費

）

圃

電
話

で
常
盤

平
児
童

福
祉

館

？
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月

曜
休
館

）
へ

「
」
川

柳

一
日

初

心

者

教

室

２
月
2
5日
脚
正
午
～
午
後
４
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
川
柳
の
作
り

方
・
作
品
の
味
わ
い
方
　
費
用
五
百

円問
松
戸
川
柳
会
・
米
島
？
七
∵

５
９

１

Ｑ

‥‥ｙ

講
座
・
講
演

講
演
会
「
子
ど
も
が
親
に
望

む
こ
と
～
十
代
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
２

月
1
6日

㈲
午

前
1
0時
3
0
分
～

午

後
ｏ

時
3
0分
　

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー

ゆ
う
ま

つ
ど
　

講

師
ル

ポ
ラ
イ

タ

ー

・
北

村
年

子
氏
　

定
員
先

着

五
十
人

費
用

無
料

※
保
育

あ
リ

（
一
歳
半
以

上

三
人

・

二

歳
以
上

七
人

ま
で

、
お
や

つ
代

二

百
円

）

圃

電
話
で
公

民
館

？
3
6
8
1
2
1
4

へ成
人
講
座
「
日
本
の
話
芸
～

六
実
寄
席
～
」

２

月
2
7日

㈹
午

後
２

時
～
３

時
3
0

分
　

会
場
六

実
市

民
セ
ン

タ

ー
　

内

容

①
寄
席
文

化
に

つ
い

て

②
落
語

一

席
　

講
師

落
語
家

・
む
か
し

家
今
松

師
匠

ぼ
か
　

定

員
先
着

百
人
　

費
用

無
料

圃

電
話
で
公

民
館

？
叩
1
2
1
4

（
第
四

月
曜

休
館
）
へ

【
】
講

習

会

「
高

齢

者
の

た
め

の

税

金

還

付

手

続

き
」

２
月
2
0日
㈹
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
五
百
円
（
資

料
代
）

問
千
葉
県
高
齢
者
協
同
組
合
松
戸
支

部
・
松
本
？
3
8
6
・
6
8
4
4

カ
ル
シ
ウ
ム
う
ど
ん
を
作
ろ
う

２

月
1
3
日

㈹

・
1
5
日

㈲

・
1
6
日

銜

吝

午

前
1
0
時

～

正

午
　

会

場

京

葉

カ

ス

ト

松

戸

第

ニ

ヒ

ル

一
階

調

理

室

内

容

不

足

が

ち

な

カ

ル

シ

ウ

ム

を

補

っ
て

丈

夫

な

骨

を

作

ろ

う
　

講

師

松

戸
市
消
費
者
の
会

会
員
　
定
員
各
先

着
十
八
人
　
持
ち

物
筆
記
用
具
・
工

プ
ロ
ン

・
三
角
き
ん

こ
ふ
き
ん
・
密

閉
容
器
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
お
わ
ん
・

は
し
　

費
用
四
百
円
（
材
料
費
）

匣
電
話
で
消
費
生
活
課
？
叩
7
3

2
9
へ

［

］
六

十

歳

か

ら

の

男

の

基

本

料

理

教

室

２

月
2
8
日

㈲
、
３

月
2
8日

水

〔
全

二

回
〕

午
前
1
0
時
～

午
後
ｏ

時
巧

分

会

場
ベ

タ
ー

ホ
ー
ム

柏
教

室
　

内

容

①

か
り
の

照
り

焼
き

・
春

菊
の
ご

ま

あ
え

・
豚
汁
等

②
て

ん
ぷ

ら

・
か
き

揚

げ

・
し

じ
み

の
み

そ
汁

等
　

対
象

料

理
初

心
者
の

男
性

（
五
十
歳
代

の

人

も
可

）
　

定
員
先

着
三

十
二

人

費

用
二
千

円
（
二

回
分

の
材
料

費
等

）

匣

電

話
で
聯

ベ
タ
ー
ホ

ー
ム
協

会

？

0
3・
３

４
０

７

・
0
4
7
1

へ

「
」
松

戸

雑

学

大

楽

「
利

根
川

で

無

農

薬
米

を
作

っ
て

」

２
月
1
8日
日

午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
　
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
徒
歩
二
分
）
　
講
師
農
場
経
営
者

・
染
谷
茂
氏
　
費
用
無
料

問
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
？

8
6
.
0
（
ソ
）（
ソ
）１

３「
」
家

庭

問

題

を

考

え

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

２

月
1
7日

出
午

後
１

時
～
５

時

会
場
Ｊ

Ｒ
千

葉

駅
ビ
ル
六

階

ペ
リ
エ

ホ
ー
ル
　

内

容
親

子

関
係
の

危
機

管

理
と
父

親
の

役
割
　

費

用
無

料

昌

千

葉
フ

ァ
ミ

リ

ー
・
カ
ウ

ン
セ
リ

ン

グ
ル

ー
ム

？
0
4
3
・
2
2
7・
４

ワ
１

６

（
平
日

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時

）

【
】
愛
犬

と

一
緒

の
し

つ
け

教

室

２
月
2
1日
㈲
午
前
１１

時
～
午
後
１

時
【
天
候
不
良
の
場
合
２
月
2
8日
収
】

会
場
二
十
世
紀
公
園
（
二
十
世
紀
が

丘
梨
元
町
）

内
容
銷
い
犬
の

基
本
的
な
し
つ

け
方
法
を
実
技

指
導
　
定
員
十

五
組
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
見
学
自
由

圃
２
月
1
3日
㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
と
犬
の
種
類
・
年
齢
・
性
別
、

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

－
0
0
5
1

松
戸
市
馬
橋
一
九
〇
二

馬
橋
郵
便
局
留
　
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

・
須
藤
諒
子
（
？
3
4
3
・
6

4
7
1
）
へ

健
康
体
操
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

３
月
３
日

・
ｍ

日
・
1
7日
の
吝
土

曜
日
午
前
1
0時
～
正
午
〔
全
三
回

会
場
運
動
公
園
体
育
館
競
技
場
　
内

容
健
康
体
操
の
指
導
に
必
要
な
留
意

事
項
と
実
技
実
践
に
よ

る
課
題
（
作

品
）
の
習
得
　
対
象
指
導
者
を
目
指

し
て
い
る
か
、
現
在
吝
グ
ル
ー
プ
で

指
導
し
て
い
る
人
　

定
員
先
着
七
十

人
　
費
用
無
料

匣
２
月
巧
日
本
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
講
習
会
名
を
記
入
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
課
？
3
6
3
・
9
2
4
1

隰
3
6
9
・
4
2
5
4

へ

【
】
グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

２
月
1
8日
日
午
前
９
時
～
正
午

会
場
馬
橋
北
小
学
校
校
庭
　
費
用
百

円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
楠
井

？
叩
2

6
3
5

［
］
千

葉

県

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

資

格
県
内

在
住

の
二

十
歳
以

上

の

人
　

任
期
４

月
１
日

～

平
成
1
5
年
３

月
３１

日

の
二

年
回

内

容
消

費
者
と

行

政
と

の
パ
イ
プ
役

と
し
て
活
動
（
消

費
者
へ

の

情
報
提

供
な

ど
）
　

募

集

人
員

百
人
　

応

募
方
法

所
定

の
申

込

用
紙

で
　

応

募

期
限
２

月
2
8日

伽

※
申

込
用
紙

は
市

消
費

生
活
セ

ン

タ

ー
（
京
葉

ガ
ス
松
戸

第
ニ
ヒ

ル

内
）

・
県
民
セ

ン

タ
ー

（
東
葛

飾
合

同

庁

舎
内
）

で

配
布
し

て
い

ま
す

。

問
千

葉
県

県
民
生
活

課
消

費
者
行

政

班

？
0
4
3・
2
2
3・
2
2
9
6

［
］
平

成

１３
年

度

相

模

台

学
童

保

育

所

の

入

所

説
明

会

２
月
1
8日
日

午
後
２
時
～
４
時

会
場
相
模
台
学
童
保
育
所
（
松
戸
二

青
少
年
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
操
作
講
習
会

２

月
1
6
日

銜
午

後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0
分

会

場
青
少

年
会

館
樋

野

口

分

館
　

対
象
十

六
歳

以
上

の
人
　

定

員
先

着

二
十

人
　

持
ち

物
上
履

き

・

運
動

着
　

費

用
無
料

圃

電

話
で
青
少

年
会
館

？
七
∵
8
5

5
6

へ

【
】
フ

ァ
ミ

リ

ー
ス

ポ

ー
ツ

教

室

２
月
1
8日
日
午
前
９

時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　
内

容
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

ー
ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
　

費
用
百

円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
松
本
？
3
4
1
・
8

8
2
0

［
］
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

２

月
1
8日
脚
・
2
5日
脚
午
前
９

時

～
正
午
　
会
場
高
木
第
二
小
学
校
体

育
館
　
費
用
百
円

（
保
険
料
）

※
家
族
で
の
参
加
歓
迎

二
八
四
の

匸
　

対
象
相
模
台
小
学

校
お
よ
び
隣
接
小
学
校
へ
入
学
予
定

の
児
童

※
当
日

、
児
童
同
伴
の
面
接
あ
リ

固
相
模
台
学
童
保
育
所

ふ

松
？
3
6
2

・
8
6
0
4

（
午
後
１
時
～
６

時
）

［

］
県

立

現

代

産

業

科

学

館

展

示

解

説

員

を

募

集

勤

務
形

態
週

に
四
日

で

三
十

時
間

罪

常

勤
）
　
雇
用

期
間
４

月
１

日
～

平
成
1
4
年
３

月
3
0日
　

資

格

①
昭
和

引
年
４

月
２

日

～

昭
和
5
6
年
４

月
１

日
に

生
ま

れ
た

人

泉

採
用

決
定

後
の

共

通
研

修

（
３

月
中

）
を

受
講

で
き

る
大

③
日

本

国
籍
を

有
す

る
大

（
地

方
公

務
員

法
第

十
六

条
に

定
め

る
欠

格

条
項
に

該
当

す

る
大
を

除

く
）

募

集
人

員
若

干
名
　

応
募

期

限
２

月

９

日

廊

※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ

さ
い

。

圖

県
立

現
代
産

業
科
学

館
普
及

課

？

93
7
．ｎ
／
」０

０

厂り）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
谷
畑
？
平

０

［
］
松

戸
市

シ

ン

グ
ル

ス

テ

ニ

ス

大

会
種　目 期　日 会場 費用

一般男子予選 4/1(1日)・8([])
栗
ケ

沢公

園

庭
球

場

一人

千

五

百
円

一般女子予選

4/29 ㈲､5/6(1日)

壮年男子35 ・40 ・

45 ・50 ・55 ・60 ・

65 ・ 70歳以上

壮年女子40 ・45 ・

50 ・55 ・60 歳以上

壮年各種

男女本戦

5/13(1日)

予備日6/3(日)

圃
３
月
６
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で
、
〒
2
7
0
－
8
6

9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は

、
九
十

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

圖
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
？
隰

03
3・
4
1
1
2

広報まつど元旦号間違い探しクイズにたくさんのご応募ありが

とうございました。

正解984 通（応募総数1,005通）の中から抽選で、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

賞と記念品をお送りしました。

当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

問広報課？366 ―7320

［
］
ナ

イ

タ

ー
硬

式

テ

ニ
ス

教

室

４

月
～
１１
月
の
毎
週
日

・
月
・
金

曜
日
の
希
望
曜
日

（
週
一
回
）
午
後

７
時
～
９

時
　
会
場
金
ケ
作
公
園
庭

球
場
　
対
象
市
内
在
住

・
在
勤
の
人

費
用
一
万
七
千
円

（
保
険
料
を
含
む
）

圃
２
月
2
8日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話

番
号
・
希
望
曜
日
（
第
三
希
望
ま
で
）

・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
－
8
6
9
1

松
戸
北
郵
便
局
私
書

箱
一
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
（
平

木
？
囲
3
3
0
・
4
1
1
2

）
へ

［

］
市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

選

手

権

大

会
２

月
2
5日

臼

午
前
９

時
3
0
分
集

合

会
場
と

き

わ
平

ボ
ウ
リ

ン

グ
セ
ン

タ

ー
　

内
容

予
選

四
ゲ

ー
ム

・
決
勝

二

ゲ

ー
ム
の

ト

ー
タ
ル

ピ
ン

で
順

位
決

定
　

対
象

市
内

在
住

・
在

勤

・
在
学

（
中
学

生
以

上
）
の
人
　

定
員
先

着
八

十
四

人
　

費
用

一
般

二
千

五
百
円

、

中

・
高
校

生
千

五
百

円

、
決
勝
千

円

圃
２

月
1
6
旦

薗
ま

で
に
ヽ

費
用

を
添

え

て
市
内

吝

ボ
ウ
リ
ン

グ

場
へ

固

松
戸
市

ボ
ウ
リ
ン

グ

協
会

・
上
田

？
9
0
・
３
２
０

７

・
4
6
2
3

０

お
知
ら
せ

【
】
社

交

ダ
ン

ス

講

習

会

２
月
６
日
～
３
月
2
7日
の
毎
週
火

曜
日
〔
３
月
2
0日
蝎
を
除
く
〕
午
後

１
時
～
２
時
　
会
場
明
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講

習
会
　
費
用
一
回
五
百
円

固
社
交
ダ
ン
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
会
明
・

浅
原
？
3
8
8
・
1
9
2
1

「
」
日

舞

・

新

舞

講

習

会

雨
茫

月
７

日

㈲
・
1
4日

脱
脂
を

月

１１

日

竭

・
1
3日
火

、
各

午
後
２

時
～

５

時

（
1
4日

は

午
後
６

時
～
８

時

）

会
場

①
ハ

ケ

畸
市

民
セ
ン

タ

ー

②
新

松

戸

市
民
セ

ン

タ
ー
　

費
用

一
回

三

百
円
圜
邦

舞
の

会

・
藤

間

？
3
4
2
2
1
7

1

口

上

級

救

命

講

習

会

２

月
2
3日

廓

午
前
８

時
5
0分

～

午

後
５

時
　

会
場

消
防

局
五
階

講
堂

内
容

心
肺

七
生

法

（
成

人

、
小

児

、

乳
幼

児
）
　・
止

血
法

・
搬

送
法

・
傷

病
者

管
理

法
　

定
員
先

着

二
十
人

費
用

無
料

匣
２

月
７
日

㈲
ま

で
の
午

前
８

時
3
0

分
～

午

後
５

時

の
問
に

、
電
話
で

消

防

局
救

急
防
災

課
指

導
係

？
3
6
3
1

1
1
6

へ

［
］
ミ
ル
ク
セ
ミ
ナ
ー
i
n
ち
ば
「
ミ

ル
ク
に
お
ま
か
せ
！
健
康
家
族
」

３

月
1
0
日
出

午

後
１

時
3
0
分
～
４

時
　

会

場
船

橋
市
勤

労
市

民
セ
ン

タ

ー
　

内

容
牛
乳

を
正

し

く
知
リ

、
家

族

の
食

生
活
に

役
立

て

る
た
め
の

楽

し

い
講

演
会
　

講

師
医
学

博
士

・
管

理
栄
養
士

・
本
多

京
子
氏

、
歌
手

・

料

理
愛

好
家

・
平

野
レ
ミ

氏
　

定
員

三

百
人

（
抽

選
）
　

費
用

無
料

圃
２

月
1
5日
内

〔
消
印

有
効
〕
ま

で

に

、
往

復
ハ

ガ
キ

（
｛

枚

で
二
人

ま

で

｝
に

住
所

・
氏

名

（
同
伴
者

の
氏

名

）
　・
電
話

番
号

・
返

信
用
あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
6
0
1
0
0
1
4
千

葉

市
中

央
区

本
千

葉
町

一
三
の

一
本

千

葉

ビ
ル
　

千

葉

県
牛
乳

普
及

協
会

（
？
0
4
3・
2
2
4・
4
8
3
9

）
へ

［

］
染

物

体

験

教

室

２

月
2
4日

出

午
前
1
0
時
～

午

後
２

時
　

会
場

手
賀

の
丘
少

年
自

然
の

家

（
沼
南

町
）
　
定
員
先

着

三
十
人
　

持

ち
物

昼
食
　

費

用
五

百
円
（
材

料
費

）

圃

電
話
で

手
賀
の

丘
少
年

自
然
の

家

？
０

４
ワ

１

・
９１

・
1
9
2
3

へ

元旦号間違い探しクイズ正解は「Ｃ＝7ヵ所」

ス
ポ
ー
ツ

情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です



ａ

朗
読

を

き

く

か

い

２
月
1
4日
㈲
午
前
1
0時
犬

日
時
3
0

分

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
朗
読
奉
仕
会
会

員
に
よ
る
朗
読
「
檸
檬
」
梶
井
基
次

郎
著
か
ら
「
愛
撫
」
ほ
か
　
対
象
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ
び

そ
れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い
の
人

と
一
緒
の
参
加
も
可
）
　
費
用
無
料

圖
健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
？
3
8
3
・
ワ
１
１
１

隰
3
8
3
・
7
8

1
0

「
」
現

代

国

際

巨

匠

絵

画

展

２

月
1
0日
出

・
Ｅ‥
日

竭

・
1
2日
㈱

、

午

前
1
0時

～
午

後
６

時
　

会
場

「
ギ

ャ
ラ

リ

ー
ウ
ィ

ン
ス

」
ア

サ
ノ

ビ
ル

三

階

（
新

松
戸

）
　

内
容

ピ
カ
ソ

か

ら

現
代
作

家

ま
で
の

秀
作

百
二
十

余

点

を
展
示

、
ジ

ェ
ラ

ー
ル

ー
ク

ス
タ

ル

画
伯

を
特
別

招
待
　

費

用
無
料

固
や

お

ら
木
苑

国
際
巨

匠
絵
画

展
実

行

委
員
会

？
3
8
6・
0
2
1
3

柏

市

★

新

収

蔵

作

品

公

開

展

「

塩

水

流

功

の

世

界

」

２

月
1
6
日

廊
～
2
3
日

廊

（
1
9日

㈲

は
休

館
）

午
前
９

時
～

午

後
９

時

会
場
さ

わ
や

か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
（
柏

市
）
　

内

容
故

塩
水
流

功

氏
や
故

高

島

野
十
郎

氏
な
ど

の

作
品

を
展
示

費
用

無
料

固

柏
市
教

育
委
員

会
文
化

課

？
０

４

ワ
１

・
6
7
・
1
4
9
4

★

県

民

芸

術

劇

場

「

オ

ペ

ラ

名

曲

コ

ン

サ

ー

ト

」

２

月
1
7日

出

午
後
４

時
開

演

言

時
3
0分

開

場
）
　

会
場

柏
市

民
文
化

［

］
松

戸

市

書

道

展

覧

会

２

月
1
3［
］‥」
㈹
ヤ
2
5
日

日

〔
1
9
日

㈲

を

除

く

〕
午

前
1
0
時

～

午

後

６

時

泉

終

日

は

午

後

４

時

ま

で

）
　

会

場

文

化

ホ

ー
ル
　

内

容

漢

字

・
か

な

・
近

代

詩

文

・
て

ん

刻

・
刻

字

ほ

か
　

費

用

無

料

圖

社

会

教

育

課

市

民

文

化

係

？
3
6
6

［
］
県

立

養

護

学

校

販

売

会

２

月
2
2
日
用

・
2
3日

㈲

午
前
１１

時

～

午
後
３

時
　

会
場

ス
カ

イ
プ

ラ

ザ

ニ

階
入

口

（
柏
駅
東

口
）
　

内

容
生

徒

が
作

っ
た

縫
製
品

・
手

芸
品

・
農

産

物

・
花
の

苗

・
陶

磁
器

な
ど

圖

県
立

養
護
学

校
流
山

高
等
学

園

・

田

辺

？
０
４
７

１

・
4
8
・
0
2
0
0

［
］
労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会
２

月
2
4
日

倒
午

後
１

時
～

４

時

会

場
千

葉
中

央
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン

タ
ー
（
千
葉

市
）
　
対

応
者
弁

護
士

・
社
会

保
険

労
務
士

等
　

費
用

無
料

固

千
葉
中

央
法

律
事

務
所

？
0
4
3］

会
館
　

出

演
者

飯
森

範
親

（
指

揮
）
、

佐
橋

美
起
（
ソ

プ

ラ
ノ

）
、
蔵

田
雅

之

（
テ
ノ

ー
ル

）
、
ニ

ュ

ー
フ
ィ
ル
ハ

ー

モ
ニ

ー
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
千

葉
　

費
用

指
定

席

一
般
二
千

五

百
円

・
中

学
生

以
下

八

百
円

問

柏
市
教

育
委
員

会
文
化

課
チ

ケ
ッ

ト

ガ
イ
ド

？
０

４
ワ

１

・
6
7
・
5
7

8
5
（
平
日

午
前
９

時
～

午

後
５

時

）

流

山

市

★
サ

ロ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

～

新

人

演

奏

者

を

募

集

５

月
2
5日

廊
午
後

○
時
1
5
分
～
０

時
4
5
分
　

会
場

流
山

市
役
所

市

民
ギ

ャ
ラ
リ

ー
　

対
象

３

月
に

音
楽
大

学

（
同
短

期
大

学
）
、
音
楽

専
門

学
校

を

卒
業

予
定

で

、
声
楽

・
器
楽

・
作
曲

等
を

専
攻

し
た
人
　

選
考

方
法

書
類

審
査
と

オ

ー
デ

ィ
シ

ョ
ン

（
３

月
2
2

日

㈲
、
南
流

山
セ

ン

タ
ー
で

）

圃
２

月
2
8日

㈲

〔
必

着
〕

ま
で
に

、

【

】
ハ

イ

キ

ン

グ

２

月
‥囗
日

竕

午
前
７

時
～

午
後
６

時
　

内

容

森
林
イ

ン

ス
ト
ラ

ク
タ

ー

の
案
内

で

水
仙

群
落

・
八
犬

伝
舞

台

の
富
山

（
房
総
半

島
）

を
歩

く
　

対

象
六
十

歳

く
ら

い
ま

で
の
人
　

費

用

交
通

費
実

費

（
三
千

五
百
円

程
度

）

圃
２

月
９

日

常
蚤

で
に

、
電
話
で
山

遊
塾

・
永
田

？
0
9
0・８

８
０

３

・
8

3
4
6

へ

「
」
歌

ご

え

サ
ロ

ン

２

月
1
0日
出
午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
（
八
柱
駅
徒

歩
五
分
）
　
内
容
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ

］
里
謡
・
唱
歌
な
ど
を

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
歌
う
　
費
用
千
円

固
諏
訪
内
？
3
6
8
・
9
7
6
4

【

】
な

つ

か

し

い

歌

を

歌

い

ま

し

ょ

う

（
童

謡

・

唱

歌

）

２

月
1
6日

廊

午
後
１

時
～
２

時
3
0

分
　

会
場

サ
ロ
ン
ひ

ぐ

ら
し

（
八

柱

駅
徒

歩
五
分

）
　

定

員
二
十

人
　

費

用
千
円

圖
稲

垣

？
0
9
0・９
０

１
９

・
0
9
0

8ハ

ガ
キ

に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電

話
番

号

・
学
校

名

（
専

攻
）
　・
演

奏

曲
目

（
五
分

前

後
）
　・
作
曲

者
名

・

伴
奏
者

名
（
伴

奏
が
必

要

な
人
の

み

。

演
奏

時
に

は
同

伴
の
こ
と

）

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0
－
0
1
9
2

流

山
市

平

和
台

一
の

一
の

Ｉ
　
流

山
市

教
育

委

員
会
社

会

教
育

課

（
？
０
４

７
１

・

5
0・
6
1
0
6

）
へ

野

田

市

★
ア

ク

ロ

ス

コ

ン

サ

ー

ト

ニ

○

○

一２

月
‥
‥
日

蝎

午
後
１

時
3
0分

開

演

（
１

時

開
場

）
　
会

場

野
田
市

文
化

会

館
　

内

容

昨
年

東
関
東

吹
奏

楽
コ
ン

ク
ー
ル

で
金

賞

を
受
賞

し
た

岩
木
小

学
校
が

コ
ン

ク

ー
ル

で

演
奏

し
た

曲

を
披

露
す

る
ほ

か
、
地

域
の

サ

ー
ク

ル

四
団

体
と

共
演
　

費

用
無

料

固

野
田

市
立

岩
本
小

学
校

？
０
４
７

１

・
2
9
・
5
9
8
9

口

世

界

平

和

都

市

宣

言
事

業

二
回

休
み
親
子
平
和
人
形
劇
」

３

月
1
0日

出
午

後
２

時
～
３

時
3
0
分

会
場
市

民
劇

場
　

内
容
人

形
劇

「
お

お

き
な

か
ぶ

」

ア
ニ

メ

ー
シ
ョ
ン

コ

」
き

げ
ん

な
ラ
イ

オ
ン

」
ほ
か
　

定

員
当
日

先

着

二
百
六

十
人

（
事
前

の
申
し

込
み

は
不
要

）
　

費
用

無
料

※
図

書
力
－

ド
を

お
持
ち

に
な

れ
ば

、

会
場
で

平
和

図
書
が

借
り
ら
れ
ま

す

。

圖
総

務
課

総
務
係

？
3
6
6
・
7
3
0
5

［
］
松

戸

市
民

吹

奏

楽

団
定

期

演

奏
会２
月

囗
日
竕
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
作
曲
交
響
曲
第
五
番

「
革
命
」
よ
り
第

一
楽
章
・
第
四
楽

章
ほ
か
　
費
用
無
料

圖
松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
・
中
村
？
3
8
5

・
6
3
9
5

（
夜
間
の
み
）

［
］
科

学

館

た

ん
け

ん

隊

２
月
1
0日
出
午
前
1
0時
3
0分
大

目

時
1
5分

会
場
現
代
産
業
科
学
館

吊

川
市
）
　
内
容
館
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー

★

野

田

市

制

施

行

五

十

周

年

記

念

事

業

「
2
1
世

紀

を

祝

う

～

響

け

歓

喜

の

歌

Ｉ
・
」

２

月
1
8日

日

午
後
２

時
開

演

斤

時
3
0
分
開

場
）
　

会

場
野
田

市
文
化

会
館
　

内

容
野
田

市

民
が
流

山
市

フ

ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ

ー
交

響
楽
団

・
千

葉

正

規
氏
の

指
揮

で
歌

う
ベ

ー
ト

ー

ベ

ン
第
九

ぽ
か
　

費
用

一
般
千

五
百
円
、

小

・
中

二
局
校

生
八

百
円

固

野
田
市

第
九
を

歌
う
会

・
小
林

？

０
４

ワ
１

・
2
3
・
０

７
（
‥／）４

沼
南
町

★
ア

グ

ネ

ス

ー
チ

ャ

ン

講

演
会

２
月
1
8日
日
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
　
会
場
沼
南
町
中
央
公
民
館
　
テ

ー
マ
「
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」

定
員
五
百
五
十
六
人
　
費
用
無
料

問
沼
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

？
０
４
７
１

・
9
1・
1
1
1
1

（
内

線
3
0
4
）

リ
ン
グ
　
対
象
小
学
生
と
そ
の
親

定
員
先
着
二
十
人
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圖
塁
立
現
代
産
業
科
学
館
？
3
7
9
2

0
0
5

【

】
童

謡

・

唱

歌

の

会

～

一

日

体

験

２

月
1
9日

⑩
午
前
１１

時
か

ら
　

会

場
サ

ロ
ン
ひ

ぐ

ら
し

（
八
柱

駅
徒

歩

五
分

）
　

内
容
正

し

い
発
声

法
で

童

謡

・
唱
歌

を
歌

う
　

費
用
千

円

圖

荒
井

？
3
8
9・
9
9
9
1

【

】
バ

ー

ド

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

３

月
1
0
日

倒

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

手

賀

沼

周

辺
　

費

用

無

料

圃

当

日

、

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

（
沼

南

町

）

で

圖

県

立

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

？

０

４

７

１

・
９１

・
１
（
ｕ
。）（
‥／
）３

［
］
創

作

人
形

展

「
メ

ル

ヘ
ン

の

物
語

・
都

築

昌

子
」

２
月
８
日
困
～
2
0日
㈹
〔
２
月
1
2

日

㈱
・
1
4日
㈲
を
除
く
〕
　
会
場
寺

島
文
化
会
館
（
柏
市
）
　
費
用
無
料

圈
聯
寺
島
文
化
会
館
？
０
４
？
１

・

6
7・
6
1
5
3

［
］
実

践

倫

理

「

婦
人

の

集

い
」

２
月
1
5日
用
午
前
ｍ

時
九

日
時
3
0

分
　
会
場
三
橋
記
念
会
館
（
鎌
ケ
谷

市
）
　
内
容
和
や
か
な
家
庭
づ
く
り

を
目
指
す
齟
実
践
倫
理
宏
正
会
員
の

体
験
発
表
　
対
象
女
性
　
費
用
無
料

圜
柳
田
？
3
8
6
・
8
3
2
3

コ

結

婚

ま

で

あ

と

チ

ョ

ッ

ト

・

顫
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
講
座

３

月

３

日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
4
5
分

（
受

け

付

け

午

後

１

時
3
0
分

～

１

時
4
0
分

）

会

場

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

も

っ

と

知

ろ

う

身

体

の

こ

と

Ｉ

パ

ー

ト
　
　

づ
　

ヽ
八

ナ

ー

の

こ

と

①

「
安
　

作

づ
づ
ふ
こ
い

心

し

て

妊

娠

・
出

産
　

ｙ
　
　

乢
湘

を

迎

え

る

た

め

に

」
　
　
　
｛

四
に

｝一一
鰯
皿

②
日

ご

ろ

の

健

康

管

理

・
健

康

情

報

な

ど
　

講

師

①

産

婦

人

科

医

・
村

山

和

代

氏

②

市

保

健

婦
　

対

象

未

婚

ま

た

は

新

婚

の

男

女

（
お

一
人

で

も

参

加

歓

迎

）
　

費

用

無

料

圃

３

月

１
【
】‥」困

ま

で

に

、

電

話

で

小

金

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

？
3
4
6・
5
6

0
1

へ

口
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」

２

月
1
0日

出

午
前
1
0
時
～

正

午

会

場
ふ

れ
あ
い
2
2（
健

康
福
祉

会
館

）

内
容

リ
ハ

ビ
リ

を
兼

ね
た

楽
し

い
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン
　

対
象

障
害

者
手

帳

を
持

っ
て
い

る
人

お
よ
び

そ

れ
に

準

ず
る
人
　

費

用
無

料

圃

電
話
ま

た
は

フ
ァ
ク

ス
に
氏

名

・

電

話

（
フ
ァ
ク

ス
も

）
番

号
を

記
入

し

て

、
健

康
福

祉
会

館
障

害
者

福
祉

セ
ン

タ

ー

？
3
8
3［ｙ

１
１

１

隰
叩

ワ

８
１
０

へ

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

２

月
1
7
日
出

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時

会

場
ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館

）
　
内
容
松
戸
市

精
神
障
害

者
家

族

会
土

曜
会
会

員
に
よ

る
相
談

（
秘

密

厳
守

）
　
対
象
「
こ

こ

ろ
の

病
」
の

人

を
抱
え

る
家

族
　

費
用

無
料

※
同
日

・
同
時

間
に

電
話

で
相

談
を

受
け
付

け
ま

す

（
こ

こ

ろ
の

家
族

相
談

室
直
通

？
3
8
3・
5
5
5
1

）
。

※
毎
月

第
三
土

曜
日
に

相

談
を

受
け

付

け
ま

す

。

問

松
戸
市

精
神

障
害
者

家
族
会

土
曜

会

・
武
井

？
3
6
2・
8
2
1
5

ロ

ポ

リ

オ

（
急

性

灰

白

髄

炎

）

予

防

接

種

ポ
リ
オ

（
急

性
灰
白

髄
炎

）
予

防

接
種
を
左

表
の
と

お
リ
実
施
し

ま
す
。

生

後
三
ヵ

月
以

上
七

歳
六
ヵ

月
未

満

で

、
二
回
飲

み
終

か
っ
て

お
ら

ず

、

予
診

票

を
持

つ
て
い

な
い
人

は

、
中

央

保
健
福

祉
セ
ン

タ

ー

・
各
支
所

の

市

民
健

康
相
談

室
で
申

し
込

む
か

、

ま
た

は
ハ

ガ
キ

記
入
要

領
を

参
照

し

て

申
し

込
ん
で

く
だ

さ
い

。

※
生
後

三
ヵ

月
に
な
ら

な
い
と

受

け

ら
れ
ま

せ
ん

。

固

保
健

福
祉
課
予

防
衛
生

係

？
叩

う ら
ハガキ記入要領

おもて

ポリオ日程表

会　場 日　時

中央保健福祉センター
2/28(tK)

受付

時
間
午
後
１
時
～

２
時15

分

（予

診
票
が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
で
す
）

3/27 ㈹

東 部 市 民 セ ン タ ー 2/190月)

常 盤 平 保 健 福 祉 セ ン タ ー

--･- 一一･
2/26 ㈲）

3/261月)

常盤平市民センター
2/22(:村

3/16c
明市民センター 2/20(火)

古ケ畸市民センター 2/21 ㈲

稔台市民センター 3/22 ㈲

小金原市民センター 3/13 ㈹

新松戸市民センター
2/23 銜

3/15(*)

小金保健福祉センター
2/27 ㈹

3/ 9 廊

馬橋市民センター 3/ 1 困

六実市民センター別館 3/ 2 銜

二 十 世 紀 が 丘 市 民 セ ン タ ー 3/ 7(ﾎ)

鎌

小

学

四

・

六

年

生

、

中

学

二

・

三

年

生

の

予

防

接

種

は

済

み

ま

し

た

か

日
本

脳
炎

は
小
学

四
年

生
と
中

学

三

年
生

で

、
Ｄ

Ｔ
第

二
期

は
小

学
六

年

生
で

、
乳

幼
児
期

の
追

加
接

種
と

し

て

受
け
ま

す
。
風

疹
の

予
防

接
種

（
中
学

二
年
生
）
は
男
子
も
対
象

で
す
。

対
象

者
に

は

、
平
成
1
2
年
５

月
に

通
知
を

し
ま

し
た
が

、
転

入

・
紛
失

等

で
予

診
票

の
な

い
人
（
表
１

）
は

、

中

央

保
健
福

祉
セ
ン

タ

ー
、
吝

支
所

の

市
民
健
康
相
談

室
で
申
し
込
む
か

、

ま

た
は
ハ

ガ

キ
記
入

要
領

を
参

照
し

て

申
し

込
ん

で
く
だ

さ
い

。

固

保
健

福
祉

課
予
防
衛

生
係

？
3
6
6・

次の学年（対象年齢）で予診票のない

人は、申し込みをしてください。

●小学4 年生以上13 歳未満で、日本脳

炎第2 期を受けていない人

●小学6 年生以上13 歳未満で、ＤＴ第

2期を受けていない人

●中学2年生以上16 歳未満で､ 風疹（ふ

うしん）を受けていない人

●中学3 年生以上16 歳未満で、日本脳

炎第3 期を受けていない人

うら
ハガキ記入要領

おもて

健
　
康

催
 
し
 

物

ぶらっと
東葛

表1

献

血
中

止

の

お

知

ら

せ

２
月
１３
日
㈹
の
サ
ミ
ッ
ト
稔
台

店
前
で
の
献
血
は
、
都
合
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

固
保
健
福
祉
課
？
3
6
6
・
7
4
8
7



巨樹と古木をたずねて

圖みどりと花の課？366 ―7378

シリーズ第4回の紹介はハケ綺2丁目、高橋さん宅の「ウメ」です。

ウメは中国中部地方が原産″隘 ほかの花に先がけて2～3月ごろヽ春の到来を

感じさせる白い丸みをおびた可憐な花が咲きます。

高橋さん宅のウメは、白梅・紅梅・しだれ梅の3種類で、合わせて35 本あり

ます。花の咲＜時期がずれているので長＜楽しめ、近所の人たちの心を和ませ

ています。なかでも写真のウメは、ウメ好きだった3 代前のご先祖によって､ 約

120 年前に庭に植えられたものです。

代々、大切に育てられているので、数年前に枝の一部が欠損したものの毎年

見事な花を咲かせています。このような

貴重な樹木は次の世代に保存していきた

いものです。

行　事　名 日　時 講　師 対象／定員 費　用

園芸教室

｢3・4月の園芸作業｣

2/17 出
午後1時30 分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
先着40人 無料

自然にタッチ！

｢たい肥の中の宝さがし｣

2/24 圉

午前10 時～正午

自然解説員

川端祥子氏､ 前園

泰徳氏

小学生

の親子

先着30人

無料

みどりの講習会

｢盆栽入門～楽しみ方と手入

れ方法｣

2/25  (Eﾖ)
午後1 時30 分～3 時

30 分 ・

日 本盆栽協会 松戸

支 部

真 嶋誠 一氏

先着45人 無料

森のクラフト教室

｢綿を紡いで草と織る丁※

3/7 ㈲・8(木)

午前10 時～午後3 時
30 分

染織家

小林優子氏
先着25人

500 円

(材料費)

園芸教室

｢家庭菜園～舂まき野菜のポ

イント｣

3/10c

午後１時30 分～3時

みどりの相談員

小林喜代次氏
先着40人 無料

みど り の講 習会

｢手 軽 にで きる ミニ 観葉 植 物

～春 を感 じる ハイド ロカ ル チ

ャ ー｣

3/11  (I日）

午後1 Bt30分～3 時

30 分

園芸研究家

中川宏子氏
先着30人

1,000円

(材料費)

※…２日間連続講座
匣]電話でパークセンター？345-8900 へ

高
橋
さ
ん
は
、
新
潟
県
小
千
谷
市

の
出
身
で
あ
る
。
家
計
を
助
け

る
た

め
、
中
学
校
を
卒
業
後
す
ぐ
に
、
信

濃
川
の
河
川
砂
利
採
集
の
仕
事
を
し

て
い
た
。
そ

ん
な
時
、
近
所

の
左
官

（
現

厚

生
労

働

省
）
か

ら
表

彰

を
受

け

た

。

「
現
代

の
名
工

」
の

受

賞

に

つ

い
て

、「
左

官

に

な
っ
て

五
十
年

、

ま

た
、

二

千

年

と

い

う

節
目

の
年

に

受

賞

で

き
て

う

れ

し

い
。

左
官

組
合

の
関
係
者

、

仲

間

た

ち

の

お

陰
で

す

」

と
喜

び

を
謙

虚

に

表

す

。

術
を
盗
ん
で
覚
え
た
」
と
話
す

。

二
十
一
歳

の
若
さ
で
現
場

の
職
長

に
抜
て
き
さ
れ
る
。
自
分
よ
り
年
上

の
人
を
使
う
立
場
に
な
り

、
現
場
で

信
頼
を
得
る
た
め
に
、
人

一
倍
勉
強

し
、
早
朝

か
ら
夜
遅
く
ま
で
働

い
た
。

石こう置き引きをする高橋さん

高
橋
さ
ん
は
、

昭
和
2
5年
1
0月
、

親
方
と
一
緒
に
上

京
し
た
。
そ
し
て

四
年
間
の
厳
し
い

修
業
を
積
み
、
木

造
建
築
、
鉄
骨
・

鉄
筋
の
左
官
工
事

の
技
能
を
修
得
し

た
。
「
人
の
仕
事

を
見
て
、
そ
の
技

高
橋
敏
夫
さ
ん
は
、
そ
の
優
れ
た

技
術
と
研
究
熱
心

さ
が
他
の
技
能
者

の
模
範
た
る
に
ふ
さ
わ
し

い
と
認
め

ら

れ
、
昨
年
1
1月

、
卓
越
し
た
技
能

者
「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
労
働
省

の
親
方
に
仕
事
を
手
伝

っ
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
た
。
そ

の
仕
事
ぶ
り
が
認

め
ら
れ
、

親
方

か
ら
「

お
ま
え
は
、

筋
が

い
い
、
左

官
に

な
ら
な

い
か
」

と
勧
め
ら
れ
、
こ

の
道
に
入
っ
た
。

左
官
ひ
と
筋
、
五
十
年

日

本

建

築
か

ら
西

洋

建

築
に

至

る

ま
で

二
十
六
歳

の
時
に
独
立
し
、
昭
和

3
8年
、
松
戸
市
に
移
り
住
ん
だ

。
当

時
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物

の
建
築
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
。

ビ
ル
エ

事
関
係

の
職
人
が
少

な
か

っ

た
た
め
、
仕
事

の
注
文
も
順
調
に
増

え
た
。
学
校
を
は
じ
め
マ
ン
シ
ョ
ン

や
神
社
な
ど
幅
広
く
、
左
官
工
事
を

手
掛
け
て
き
た
。
特
に
、
石
こ
う
を

型
抜
き
し
て

の
置
き
引
き
工

法
・
型

抜
き
彫
刻
な
ど
、
西
洋
建
築

の
装
飾

と
な
る
レ
リ
ー
フ
を
作
る
技
能
に
関

し
て
は
、
業
界
で
も
数
少
な
い
伝
統

技
術
の
継
承
者
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
浮

き

（
は
が
れ
）
現
象
を
解
消
す
る
接
着
法

の
開
発
に
取
り
組
み
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
下
地
薄
塗
り
工
法
に
成
功
。
県
下

の
学
校
建
築
な
ど
に
採
用

さ
れ
、
左

官
工
事

の
能
率
化

、
品
質

・
生
産
性

の
向
上
に
成
果
を
挙

げ
て
き
た
。

ま
た
、
高
橋
さ
ん
は
、
松
戸
共
同

高
等
職
業
訓
練
校
な
ど
で
、
多
く
の

若
い
人
を
指
導
。
そ
の
中
に
は
、
全

国
左
官
技
能
競
技
大
会

や
技
能
五
輪

全
国

大
会
、
国

際
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

「現代の名工」に選ばれた

た
者
も
多
い
。「
こ

の
よ
う
な
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若

い
人
は
、

自
分

の
技
能
に
自
信
を
持
つ
こ
と

が

で
き
る
」
。

現
在
、
千

葉
県
左
官
業
連
合
会
会

長
を
務
め
る
高
橋
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か

ら
も
若
い
人
た
ち

の
指
導
に
全
力
を

尽
く
し
た

い
。
自
分

の
持

っ
て

い
る

技
術
を
す
べ
て
伝
え
た

い
」
と
伝
統

技
能
の
伝
承
と
後
進
の
育
成
に
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て

い
る
。夭

橋
在
住
）

ひと
高 橋敏夫

圖森のホール21 チケットセンターS384 ―3331

(午前10 時 ～午後７時　月曜休館)

URL　http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp厂bmh21
期　日 内　　容 会場 開演時間 料 金

2/10圉

歌舞 伎フ ォーラ ム「 かぶ きは とも だ ち」 ★

「 南都 二月 堂　 良 弁杉 の由 来」

歌舞 伎 の衣 装や 化粧 、仕掛 け 、約 束事な ど を歌

舞 伎役 者が やさし ＜ 解 説

第1 部　 歌 舞伎 に 親し む 「歌舞 伎 の音」

第2 部　 歌 舞伎 舞 踊 「釣女 」

第3 部　 歌 舞伎 上 演 厂南 都二 月堂　 良 弁杉 の 由来 」

小ホ
ー

ル

午後ら時

全席 指定
aooop;

高校 生以 下

1,500｢y

ぴあ､ ロ ーレ

ン

2/27M

森 のホ ール21 「国 際 音楽 祭」　 ★

若 林顕 （ピ ア 刀 、戸 田弥 生 （ヴ ァイ オリ ン）、

山 崎伸 子 （チェ ロ）、ラデ ク ・　　。

バボ ラ ク （ホ ルン）　　　　　　 ｌ　　 ゛

ベ ート ーヴ ェン ／ホ ルン ・ソ ナ 殞‘　 ｊ`

タ　 ヘ 長調 、ドビ ュッ シー ／チ　　　 ｊ　＿

ェ ロと ピア ノの ため の ソ ナタ 、　 ゝ　 匸ﾑ9 瀁

ラ ヴェ ル／ ヴ ァイ オリン と チェ

ロ １

口 のた めの ソ ナタ ほか
戸 田 弥生

小ホ

ー

ル

午後7時

全席 指定

3,50 叫]宍

学生

i,8oop;

ぴあ､CN､ 口

－ ソン

5/ 6(日)

東京スカパラダイスオーケストラ

｢ダンスホールクラッシャー｣　 ★

《オープニングアクト》

堂島孝平ＸＧＯ一GO　KING　RECORDERS

大ホ
ー

ル

午後6時

全席 指 定

5,ooof

ぴあ

会場‥･い ずれも森のホール21

★印には､ 託児サービス(有 料･予約制)があります。詳細はお問い合わせください。

※学生割引は、森のホール21 チ ケットセンターでのみ取り扱います。

松戸ミュージックフェスタ

～Ｅ・ＪＡＭ～ＶＯＬ.２

圃3 月20 日竕〔必着〕までC4 ・直接または郵送で①参

加希望者の住所・氏名・年齢・性別・電話番号②メ

ンバーのプロフィール、ライブ経験有無等音楽歴③

写真1 枚（グループの場合は集合写真）④審査用とし

て当日エントリー曲（白作曲）を録音したカセット

テープまたはＭＤ、および歌詞カードと曲のコメン

ト⑤80 円切手を張った返信用封筒（送付先を記載の

こと）を 、〒270-2252 松戸 市千駄堀646 の4　 森

のホール21 助 松戸市文化振興財団Ｅ・ＪＡＭ募集

係（？384-2221  m  384-5243) へ

※応募用紙は森のホール21 ・ 市民会館・市民劇場 。

各支所にあります。

※テープ等の返却はしません。

人

シリーズ第４回　ウメ

案内図

21 世紀の森と広場パークセンター催し物

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……S366-0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

森のホール21チケットガイド

松戸近郊でアコースティ ソヽク ・サウンド

を中心として演奏活動をしている人（グル

ープ含む）の、ご応募をお待ちしています。

☆日時…5 月20 日日 午後3 時開努汀

☆会場…市民劇場句 膊 耳 駅 鈩 徒歩3 分）

☆出場数湧 跼 （人濱i 歟（応薺ｦ多畊 ）場合
ヽ

音楽関係者にま召‘ －ブ瀋 匐 な り決定）、

☆演奏形態‥プ 仙

回J

ティぶ
レ
サヴシド

を主体とした白作曲の演奏 （エレクトリ

ック楽器の
篠
用可）　 ’、　 （`　　　i. ノ

☆演奏時間二1 沮（人）2曲までD15 分以内ｊ

☆参加費‥･糲j ‘゙　　　　 ＿､。･､r　　
丶

出
場
者
を
募
集

さん


